
　

平
成
２４
年
１
月
に
長
年
の
悲
願
で
あ
っ
た
新
救

命
救
急
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。従
来
の
セ

ン
タ
ー
は
、
平
成
６
年
に
国
の
整
備
基
準
が
人
口

１
０
０
万
人
に
１
か
所
か
ら
３０
万
人
以
上
の
二
次
医

療
圏
に
１
か
所
と
変
更
さ
れ
、
当
時
改
築
中
で
あ
っ

た
新
外
来
棟
の
設
計
を
急
遽
変
更
す
る
こ
と
に
よ
り

作
ら
れ
ま
し
た
。そ
の
た
め
に
、当
初
は
救
急
外
来
の

み
が
予
定
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
に
病
室
も
入
る
こ
と

と
な
り
、窮
屈
な
配
置
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。そ

の
悩
み
か
ら
よ
う
や
く
解
放
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
間
に
県
内
は
も
と
よ
り
全
国
的
に
も
屈
指

の
診
療
実
績
を
あ
げ
、
平
成
２２
年
度
の
救
急
車
受
入

れ
台
数
は
年
間
１
万
件
に
迫
っ
て
い
ま
す
。

　

新
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
は
別
棟
と
な
り
、
１
階
の

外
来
部
門
だ
け
で
も
現
在
よ
り
広
い
ス
ペ
ー
ス
が

確
保
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、
よ
り
迅
速
に
救
急
対

応
で
き
る
よ
う
３
２
０
列
M
D
C
T
（
X
線
C
T
装

置
）
を
始
め
と
す
る
最
新
機
器
を
同
一
フ
ロ
ア
ー
に

設
置
し
ま
し
た
。病
室
部
分
は
２
階
に
分
離
し
療
養

環
境
は
格
段
と
改
善
さ
れ
て
い
ま
す
。３
階
部
分
に

は
当
直
室
、
災
害
備
蓄
倉
庫
、
中
毒
薬
物
分
析
室
、
消

防
を
始
め
と
す
る
救
急
ス
タ
ッ
フ
研
修
室
等
が
設

け
ら
れ
て
い
ま
す
。ハ
ー
ド
と
し
て
は
１０
年
あ
る
い

は
２０
年
先
を
見
据
え
た
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
人
的

資
源
へ
の
マ
グ
ネ
ッ
ト
効
果
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

診
療
体
制
と
し
て
は
従
来
の
如
く
１
次
か
ら

３
次
ま
で
す
べ
て
を
受
け
入
れ
ま
す
。病
気
の
重
症

度
が
不
明
な
大
半
の
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
そ
の
選

別
は
、不
可
能
で
あ
り
受
診
制
限
を
す
べ
き
で
は
な

い
と
考
え
る
か
ら
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
限
ら
れ
た
医
療
資
源
の
中
で

の
運
営
と
な
り
、待
ち
時
間
の
短
縮
等
が
直
ち
に
解

消
さ
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。４
月
か
ら
は
常

勤
あ
る
い
は
大
学
医
局
か
ら
の
非
常
勤
救
急
専
門

医
の
若
干
の
増
員
を
予
定
し
て
い
ま
す
。し
か
し
な

が
ら
特
に
こ
の
分
野
に
お
け
る
医
師
不
足
は
深
刻

で
あ
り
、
短
期
間
で
の
充
実
は
望
め
ま
せ
ん
。ま
た

看
護
師
不
足
も
同
様
で
す
。

　

北
米
型
E
R
（
救
命
救
急
室
）
の
如
く
十
分
な
人

的
資
源
の
も
と
２４
時
間
・
３
６
５
日
す
べ
て
の
独

歩
来
院
患
者
を
ト
リ
ア
ー
ジ
ナ
ー
ス
が
対
応
し
、緊

急
性
が
あ
れ
ば
救
急
車
来
院
の
患
者
同
様
に
救
急

専
門
医
の
初
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
な
体
制
に
す

る
こ
と
が
目
標
で
す
。勿
論
、
専
門
性
が
求
め
ら
れ

る
昨
今
、救
急
診
療
は
救
急
専
門
医
だ
け
で
な
く
病

院
全
体
の
機
能
を
総
動
員
し
て
行
う
べ
き
も
の
で

す
。ハ
ー
ド
の
一
新
と
と
も
に
内
容
も
よ
り
充
実
し

た
も
の
へ
と
進
化
さ
せ
る
た
め
に
は
、今
ま
で
以
上

に
各
診
療
科
の
協
力
と
次
世
代
を
担
う
人
材
の
育

成
が
必
要
で
す
。

　

救
急
医
療
の
充
実
は
地
域
の
願
い
で
あ
り
、
財
産

で
あ
り
ま
す
。関
係
各
位
の
ご
協
力
と
地
域
住
民
の

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
し
て
ご
挨
拶
に
か
え
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。

理　　念

患者中心の医療
良質な医療の提供
大垣市民病院臨床研修の理念

◎社会人としての規律を守り、医師として思
　いやりのある人格を涵養する。
◎プライマリ・ケアに必要な幅広い診療能力
　を修得する。
◎チーム医療の一員として、安全・安心・満足
　の得られる患者中心の良質な全人的医療
　を実践する。

　当院は、臨床研修病院に指定されており、
次世代の医師育成のため、上級医の指導の
もと研修医の臨床研修及び学生の臨床実
習を行っています。

（新救命救急センター）
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孝
仁

病
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長
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セ
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タ
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四季の風 第３７号

診
療
検
査
科　

中
央
放
射
線
室

医
療
技
術
部

最
新
鋭
Ｘ
線
Ｃ
Ｔ
装
置

「
３
２
０
列
エ
リ
ア

　
　

デ
ィ
テ
ク
タ
Ｃ
Ｔ
」の
紹
介

　

平
成
２４
年
１
月
か
ら
最
新
鋭
の
３
２
０
列
エ
リ
ア
デ
ィ
テ
ク
タ
Ｃ
Ｔ

装
置
が
西
濃
地
域
で
初
め
て
導
入
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
装
置
は
東
芝
メ
デ
ィ
カ
ル
製「A

q
u
ilio
n
 O
N
E

」（
図
１
）で
、
最

大
の
特
長
は
検
出
器
が
体
軸
方
向
に
　
㎜
×
３
２
０
列
（
総
幅
１
６
０

㎜
）
あ
り
、
現
在
多
く
の
大
病
院
で
使
用
さ
れ
て
い
る
６４
列
マ
ル
チ
ス
ラ

イ
ス
Ｃ
Ｔ
装
置
検
出
器
の
４
〜
５
倍
の
幅
が
あ
り
ま
す
（
図
２
）。従
来

は
、
検
査
す
る
た
め
に
検
出
器
を
回
転
し
な
が
ら
寝
台
を
移
動
さ
せ
、
得

ら
れ
た
デ
ー
タ
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
て
画
像
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。本
装
置

で
は
検
出
器
幅
が
広
い
た
め
、
検
査
範
囲
が
１
６
０
㎜
以
下
で
あ
る
脳
や

心
臓
な
ど
で
は
全
範
囲
を
一
回
転（
０
.
３
５
秒
）で
撮
影
で
き（
図
３
）、

Ｘ
線
被
ば
く
も
大
幅
に
低
減
で
き
ま
す
。ま
た
、
１
６
０
㎜
の
範
囲
を
連

続
に
デ
ー
タ
収
集
す
る
こ
と
で
、
脳
や
心
臓
な
ど
で
の
血
液
の
流
れ
る
様

子
、
関
節
の
動
き
、
呼
吸
に
よ
る
肺
の
膨
縮
や
誤
嚥
な
ど
の
嚥
下
障
害
を

三
次
元
（
３
D
）
で
評
価
可
能
で
す
。一
方
、
広
範
囲
の
検
査
に
は
従
来
法

で
撮
影
し
ま
す
が
、
３
２
０
列
検
出
器
の
中
央
部
１
６
０
列
を
使
用
し
て

い
る
た
め
、
６４
列
マ
ル
チ
ス
ラ
イ
ス
Ｃ
Ｔ
装
置
の
約
½
の
短
時
間
で
撮

影
で
き
ま
す（
図
４
）。

０.５

心　
　

臓

　

心
臓
の
血
管
の
検
査
で
は
、
心
臓
全
体
を
一
回
転
で
検
査
す
る
た
め
、

心
拍
に
よ
る
ズ
レ
が
な
い
鮮
明
な
画
像
が
得
ら
れ
ま
す
。ま
た
、
心
臓
の

動
き
を
最
初
か
ら
最
後
ま
で
連
続
し
て
デ
ー
タ
収
集
す
る
こ
と
で
、
壁
の

厚
さ
の
変
化
や
動
き
、
拍
出
血
液
量
な
ど
心
臓
の
機
能
診
断
が
可
能
で

す
。さ
ら
に
、
心
臓
の
動
き
が
少
な
い
時
を
狙
っ
て
撮
影
す
る
た
め
、Ｘ
線

被
ば
く
量
を
通
常
に
比
べ
大
幅
に
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

頭　
　

部

　

頭
部
に
お
い
て
は
、
連
続
デ
ー
タ
の
収
集
に
よ
り
、
造
影
剤
が
動
脈
や

静
脈
な
ど
を
流
れ
て
い
る
時
の
画
像
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
ら
の

３
D
像
の
作
成
も
可
能
で
す
。ま
た
、
頭
部
で
の
最
大
の
利
点
は
、
全
脳

の
血
流
状
態
を
検
査
す
る
こ
と
が
で
き
、
脳
梗
塞
の
早
期
診
断
に
威
力

を
発
揮
し
ま
す
。

　

当
院
の
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
で
は
、多
く
の
患
者
さ

ん
が
夜
間
や
休
日
な
ど
も
受
診
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
１６
年
４
月
に
、
大
垣
市
が
医
師
会
の
協
力
に

よ
り
、
当
院
の
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
内
に「
小
児
夜
間

救
急
室
」を
開
設
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
が
始
ま
っ
た
経
緯
は
、救
命
救
急
医
療
を

担
当
す
る
医
療
機
関
に
お
い
て
、小
児
科
医
師
が
不
足

し
、
担
当
医
の
負
担
が
増
大
し
た
こ
と
か
ら
、
地
域
医

療
機
関
の
協
力
を
得
て
始
ま
り
ま
し
た
。

　

救
命
救
急
診
療
は
、
１
月
か
ら
新
し
く
完
成
す
る

新
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
す
が
、
小
児
夜
間

救
急
室
に
つ
き
ま
し
て
も
、
新
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー

内
で
診
療
を
行
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
救
急
車
で
の
搬
送
や
紹
介
状
を
持
参

さ
れ
た
患
者
さ
ん
な
ど
は
、
当
院
の
当
直
医
師
が
診

察
い
た
し
ま
す
。

乳 

幼 

児

　

乳
幼
児
の
Ｃ
Ｔ
検
査
で
は
、
撮
影
時
に
静
止
が
必
要
で
あ
る
た
め
、

麻
酔
処
置
を
行
っ
て
撮
影
す
る
こ
と
が
通
例
で
し
た
が
、
本
装
置
は
一

回
転
０
.
３
５
秒
で
撮
影
で
き
る
た
め
鎮
静
の
必
要
が
な
く
、
し
か
も

Ｘ
線
被
ば
く
も
大
幅
に
低
減
で
き
る
た
め
、
乳
幼
児
の
検
査
に
き
わ
め

て
有
効
で
す
。

救
急
検
査

図1. Aquilion ONEの外観

図2. 320列検出器

図4. Volume Helical Scan
図 3. 一回転での撮影範囲

　

救
急
検
査
で
は
、
静
止
の
維
持
や
呼
吸
停
止
が
不
可
能
な
事
が
多
く
あ

り
ま
す
が
、
１
６
０
列
を
用
い
た
短
時
間
撮
影
に
よ
り
、
胸
部
か
ら
腹
部

が
約
３
.
８
秒
で
検
査
可
能
で
、
素
早
く
撮
影
を
終
え
て
次
の
処
置
に
移

行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
。そ
の
検
査
デ
ー
タ
か
ら
必
要
に
応
じ

て
任
意
の
断
面
像
の
作
成
や
、３
D
像
の
作
成
も
可
能
で
す
。

診
療
時
間
／
１８
時
か
ら
２１
時

診  

察  

日
／
木
・
土
・
日
曜
日

（
た
だ
し
祝
日
及
び
年
末
年
始
を
除
く
）

場　
　

所
／
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
内

担  

当  

医
／
医
師
会
に
所
属
す
る
小
児
科
医
等

「
小
児
夜
間

急
患
医
療
事
業
」

　
　
　
　

に
つ
い
て

「
小
児
夜
間

急
患
医
療
事
業
」

　
　
　
　

に
つ
い
て



四季の風 第３７号

新
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
の
紹
介

新
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
の
紹
介

新
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
の
紹
介

建
物
概
要

建
物
概
要

特
色
特
色 ①

構
造
・
規
模　

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造　

３
階
建
て

　
　
　
　
　
　
　

延
床
面
積　

３
、９
３
３.
４
９
㎡

②
主
要
室

　
【
１
階
】　

診
察
室
、処
置
室
、X
線
撮
影
室
、Ｃ
Ｔ
撮
影
室
等

　
【
２
階
】　

病
床
３０
床

　
【
３
階
】　

ス
タ
ッ
フ
ル
ー
ム
、防
災
備
蓄
倉
庫
等

・
既
設
の
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
の
約
４
倍
の
床
面
積
と
な
る
。

・
病
室
１５
床
を
３０
床
に
増
床
す
る
。

・
耐
震
基
準
の
１．５
倍
の
耐
震
強
度
を
確
保
す
る
。

・
太
陽
光
発
電
設
備
を
設
置
す
る
。

　

新
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
の
平
成
２４
年
１
月
１８
日（
水
）か
ら
の
稼
働
に
伴
い
、救
急
外
来
で
の
流
れ
に
つ
い
て
変
更

箇
所
を
ご
案
内
し
ま
す
。

①
受
付
が
済
み
ま
し
た
ら
、外
来
パ
ス
ポ
ー
ト
を
お
渡
し
し
ま
す
。

②
救
急
待
合
で
、案
内
表
示
板
で
お
呼
び
す
る
ま
で
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

　

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
で
の

　
　

  　
        

診
察
の
受
け
方

新
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
で
の

　
　

  　
        

診
察
の
受
け
方

新救命救急センターに来院
受　付 問診票を記入し、診察券と保険証を一緒に受付にご提示ください。

受付が済みましたら、外来パスポートをお受け取りください。

診察室 案内表示板で患者さんの番号が表示されましたら、該当する診察
室にお入りください。

会計窓口 診察が終わりましたら、外来パスポートを会計に提示し、待合で
お待ちください。

1病棟 1 階の時間外
処方箋窓口にて、
お薬をお受け取り
ください。

（お薬がある場合）（お薬がある場合）（お薬がある場合）

（お薬がない場合）（お薬がない場合）（お薬がない場合）

待　合 外来パスポートの呼出番号で案内表示板からご案内しますので、
お待ちください。
※土・日曜日の午後5時15分から9時までは、傷病の緊急性に応じて治療の
　優先順位を決めるトリアージを行います。

時間外
処方箋
窓口

ご  帰  宅

外来パスポート ▼▲案内表示板

車椅子置場

（透視）

救急ホール

南玄関

救
急
外
来
入
口

救急車専用入口

診察室 診察室

診察室

ＷＣ

点滴・経過観察室

ＷＣ

処置室

処置室

処
置
室

診察室

診察室

診察室

診察室
Ｘ線室

処置室
（小手術室）

Ｘ線室 Ｘ線室
（一般） （ＣＴ）

感
染
対
応

診
察
待
合

階段 階段

診療棟・薬局へ

会計

受付

ホール ＥＶ

救命救急センター　１階平面図

ＥＶ



四季の風 第３７号

「四季の風」37号をお届けしました。表題の
大垣市の「大」を図案化した市章をモチーフにしています。
次回は4月1日に発行予定です。

は当院のロゴマークで、
〒503-8502
大垣市民病院広報誌編集委員会

TEL（0584）81-3341
http://www.omh.ogaki.gifu.jp/
（電話でのお問い合わせについては、お間違いのないようお願いします）

FAX（0584）75-5715
大垣市南頬町4丁目86番地

ご意見、ご要望がございましたらお気軽にお寄せください。

編 集
後 記
編 集
後 記

テ　ー　マ：「おしえて！確定申告（医療費控除）の手続き方法」
日　　　時：平成24年1月26日（木）
　　　　　　　　　　 　　　午後4時～午後5時

日　　　時：平成24年3月22日（木）
　　　　　　　　　　　　　午後4時～午後5時
場　　　所：3病棟2階　デイルーム
問い合わせ先：よろず相談センター
　　　　　　内線6217

テ　ー　マ：「“身体障害者手帳”取得後の制度・サービス」

演　　　題：「胃癌のはなし」
消化器内科医長　久永　康宏

日　　　時：平成24年1月26日（木）　
　　　　　　　　　　　　　午後2時～午後3時
場　　　所：管理棟5階　講堂
問い合わせ先：診療検査科　内線1391

市民公開講座

よろず相談センター出前講座

○応　募　資　格／ 採用時満55歳までの方
（准看護師は45歳までの方）

※正職員は夜勤も数回できる方

○勤　務　体　制／ 外来または病棟勤務

○申　し　込　み／ 看護師または准看護師免許証の写しと履歴書
（写真添付）を大垣市民病院庶務課へ郵送また
はご持参ください。

○問い合わせ先／

※応募資格・勤務時間等の詳細な内容については、当院ホームページまたは
　上記の問い合わせ先までお尋ねください。
　採用者には、一定期間研修を行いますので、安心して働くことができます。
　たくさんのご応募おまちしております。

〒503-8502大垣市南頬町4丁目86番地
大垣市民病院　庶務課　
☎0584-81-3341内線6132・6133

○選　考　方　法／ 書類選考および面接＊面接日などは後日連絡

正職員：看護師または准看護師免許取得者
パート：看護師または准看護師免許取得者

保育所完備

看護師
（正職員・パート）随 時 募 集 

薬剤部Vol.35

ととっってておおききののとっておきの

ののはなしはなしのはなし
薬薬薬

　
糖
尿
病　

の
薬

（
内
服
薬
）に
つ
い
て

知
ろ
う

　

血
糖
は
、
膵
臓
か
ら
分

泌
さ
れ
る
イ
ン
ス
リ
ン
・

ホ
ル
モ
ン
で
調
節
さ
れ
て

い
ま
す
。糖
尿
病
は
、
こ
の

イ
ン
ス
リ
ン
の
量
が
不
足

し
た
り
働
き
が
悪
く
な
る

こ
と
で
血
糖
値
が
上
が
っ

て
し
ま
う
病
気
で
す
。そ

の
ま
ま
放
置
す
る
と
、
い

ろ
い
ろ
な
合
併
症
を
引
き

起
こ
し
ま
す
。

　

糖
尿
病
は
、
１
型
糖
尿

病
（
イ
ン
ス
リ
ン
依
存
型
）

と
２
型
糖
尿
病
（
イ
ン
ス

リ
ン
非
依
存
型
）
に
大
き

く
分
け
ら
れ
ま
す
。１
型

は
、
体
質
的
要
因
と
ウ
イ

ル
ス
感
染
な
ど
が
重
な
り

発
症
し
ま
す
。一
方
、
中
高

年
に
多
い
２
型
糖
尿
病

は
、
も
と
も
と
の
体
質
に
、

食
べ
す
ぎ
や
運
動
不
足
、

肥
満
な
ど
が
加
わ
り
発
症

し
ま
す
。イ
ン
ス
リ
ン
が

出
な
い
１
型
糖
尿
病
で

は
、
イ
ン
ス
リ
ン
注
射
が

必
須
で
す
。

速
効
型
食
後
血
糖
降
下
薬

グ
ル
フ
ァ
ス
ト
、フ
ァ
ス
テ
ィ
ッ
ク

　

速
効
型
の
イ
ン
ス
リ
ン
分
泌
促
進
薬
で

す
。作
用
部
位
・
機
序
は
Ｓ
Ｕ
薬
と
同
じ
で

す
が
、
効
き
始
め
る
の
が
素
早
く
、
効
果
が

短
い
と
い
う
点
が
異
な
り
ま
す
。食
事
の
直

前
に
飲
む
こ
と
で
、
食
後
の
血
糖
上
昇
を
お

さ
え
ま
す
。し
た
が
っ
て
、
食
後
に
血
糖
値

が
異
常
に
上
が
り
、
空
腹
時
血
糖
値
は
そ
れ

ほ
ど
高
く
な
い
場
合
に
向
き
ま
す
。

D
P
P
ー
４
阻
害
薬

エ
ク
ア
、ジ
ャ
ヌ
ビ
ア
、ネ
シ
ー
ナ

　

新
し
い
２
型
糖
尿
病
治
療
薬
で
、

G
L
P
ー
１
と
い
う
腸
管
ホ
ル
モ
ン
（
イ
ン

ク
レ
チ
ン
）
を
膵
臓
に
作
用
さ
せ
る
こ
と
で

イ
ン
ス
リ
ン
分
泌
を
促
進
し
ま
す
。イ
ン
ク

レ
チ
ン
は
、
血
糖
値
が
低
い
と
き
に
は
イ
ン

ス
リ
ン
分
泌
を
促
進
せ
ず
、
し
た
が
っ
て
効

き
す
ぎ
に
よ
る
低
血
糖
リ
ス
ク
も
低
く
な

り
ま
す
。ま
た
、
体
重
が
増
え
る
こ
と
も
少

な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。D
P
P
ー
４
阻
害

薬
は
、
イ
ン
ク
レ
チ
ン
を
分
解
す
る
酵
素
で

あ
る
D
P
P
ー
４
を
阻
害
す
る
こ
と
で
、
血

中
の
イ
ン
ク
レ
チ
ン
レ
ベ
ル
を
高
め
、
イ
ン

ス
リ
ン
分
泌
を
増
や
し
て
血
糖
値
を
下
げ

ま
す
。Ｓ
Ｕ
薬
な
ど
他
の
糖
尿
病
治
療
薬
と

併
用
す
る
こ
と
が
多
い
で
す
。

経
口
血
糖
降
下
薬

（
S
U
剤
・
ス
ル
フ
ォ
ニ
ル
尿
素
薬
）

ア
マ
リ
ー
ル
、グ
リ
ミ
ク
ロ
ン
、ダ
オ
ニ
ー
ル

　

Ｓ
Ｕ
薬
は
、
古
く
か
ら
よ
く
使
わ
れ
て
い

る
血
糖
降
下
薬
で
す
。膵
臓
の
β
細
胞
を
刺

激
し
て
イ
ン
ス
リ
ン
の
分
泌
を
促
進
し
ま

す
（
イ
ン
ス
リ
ン
分
泌
刺
激
薬
）。過
剰
に
投

与
す
る
と
イ
ン
ス
リ
ン
の
過
剰
分
泌
を
招

き
低
血
糖
を
来
た
す
こ
と
が
あ
り
、
注
意
が

必
要
で
す
。ま
た
、
イ
ン
ス
リ
ン
増
加
に
よ

る
血
糖
の
低
下
の
た
め
食
欲
が
亢
進
し
体

重
が
増
加
す
る
場
合
も
あ
り
、
食
事
・
運
動

療
法
の
厳
守
が
重
要
で
す
。

経
口
血
糖
降
下
薬

（
B
G
薬
・
ビ
グ
ア
ナ
イ
ド
薬
）

メ
ト
グ
ル
コ

　

B
G
系
は
、
前
項
の
イ
ン
ス
リ
ン
分
泌
促

進
薬
と
は
異
な
り
、
膵
臓
で
の
イ
ン
ス
リ
ン

分
泌
を
介
す
る
こ
と
な
く
血
糖
降
下
作
用

を
示
し
ま
す
。肝
臓
か
ら
の
ブ
ド
ウ
糖
の
放

出
を
妨
げ
、
ま
た
、
筋
肉
な
ど
へ
の
ブ
ド
ウ

糖
の
取
り
込
み
を
促
進
さ
せ
る
な
ど
し
て
、

血
糖
を
低
下
さ
せ
る
薬
で
す
。食
欲
も
少
し

低
下
す
る
場
合
が
あ
り
、
肥
満
し
た
糖
尿
病

患
者
さ
ん
に
使
わ
れ
ま
す
。

イ
ン
ス
リ
ン
抵
抗
性（
反
応
性
）

改
善
薬

ア
ク
ト
ス

　

イ
ン
ス
リ
ン
は
十
分
に
分
泌
し
て
い
る

の
に
、
抵
抗
性
が
強
い
た
め
に
、
働
き
が
鈍

い
の
を
改
善
し
ま
す
。高
血
糖
の
持
続
に
よ

り
イ
ン
ス
リ
ン
に
対
す
る
反
応
性
の
悪
く

な
っ
た
筋
肉
、脂
肪
、肝
臓
を
回
復
さ
せ
、糖

の
取
り
込
み
を
改
善
し
血
糖
を
下
げ
ま
す
。

２
型
糖
尿
病
で
肥
満
、
イ
ン
ス
リ
ン
に
抵
抗

性
が
あ
り
、
高
中
性
脂
肪
血
症
を
伴
う
例
で

効
果
が
あ
り
ま
す
。

食
後
過
血
糖
改
善
薬

（
α
グ
ル
コ
シ
ダ
ー
ゼ
阻
害
薬
）

グ
ル
コ
バ
イ
、セ
イ
ブ
ル
、ベ
イ
ス
ン

　

小
腸
で
の
多
糖
類
（
で
ん
ぷ
ん
、
シ
ョ
糖

な
ど
）
の
消
化
吸
収
を
遅
ら
せ
る
こ
と
で
食

後
の
高
血
糖
を
改
善
し
ま
す
。そ
の
た
め
、

食
前
に
服
用
し
な
い
と
効
果
が
減
弱
し
て

し
ま
い
ま
す
。軽
い
糖
尿
病
に
単
独
で
用
い

る
ほ
か
、
別
の
糖
尿
病
治
療
薬
と
併
用
す
る

こ
と
も
多
い
で
す
。単
独
で
は
通
常
低
血
糖

を
き
た
す
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
S
U
剤

と
併
用
し
た
場
合
、
S
U
剤
に
よ
る
低
血
糖

が
お
き
や
す
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。こ

の
場
合
、
多
糖
類
で
あ
る
砂
糖（
シ
ョ
糖
）を

摂
取
し
て
も
低
血
糖
は
改
善
し
に
く
く
、
単

糖
類
で
あ
る
ブ
ド
ウ
糖
を
摂
取
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。副
作
用
と
し
て
、
腸
内
の
ガ

ス
が
増
加
し
お
な
ら
が
出
る
よ
う
に
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

薬
効
別
シ
リ
ー
ズ

　2つの講座については、事前の予約は必要がなく、どなたでも無料で参加いただけます
ので、多数のご参加をお待ちしております。

当院は敷地内全面禁煙です。ご理解、ご協力ください。

お知ら
せ




